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１．本人の履歴、研究の経緯および研究業績 

孫云偉氏は1987年６月に生まれ、2008年7月に大連外国語学院の日本語学科専科（三年制コ

ース）を卒業した後、大連のＩＴ関連の会社で約二年半勤務を経て2011年10月に来日し、日本

語学校であるアン・ランゲージ・スクール池袋校で2013年3月まで在学した。2013年４月、本

学大学院外国語学研究科日本言語文化学専攻の修士課程に進学し、二年後修了し、『て形と連

用形における相違点の考察 －用法を中心にー』という学位申請論文で修士学位（日本言語文

化学）を取得した。2015年４月、本研究科中国言語文化学専攻の博士課程後期課程に入学し、

現在まで在籍中である。 

孫氏は対外漢語教師になる志しで博士課程後期課程に進学したため、日本中国語教育史を専

門分野とし、氏の母語方言（東北官話群遼寧方言）と関連が深い北京語（北京方言）の領域内

で、「明治期北京官話教科書『官話指南』1の言語史・教育史の関連研究」を範囲とする研究

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       
1 『官話指南』、明治15（1882）年初版、全４巻81章、編者は北京日本公使館通弁見習いの呉啓太と鄭永邦の

二人で、日本人が編纂した最初の北京語会話教科書となり、英語・仏語・上海語・広東語など翻訳版や改編版

・補助教科書など45版（徐麗 石汝杰 2012、10頁）ほど出版された明治時代における代表的な中国語教科

書である。 

この部分に掲載されている内容については、論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨に関す

る箇所では無い為、加工がされておりますので、ご了承願います。 
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方向を相談の上決めた。以来五年間の在学中、孫氏は『官話指南』の本体研究、『官話指南』

の著者研究、著者の関連北京語著書の研究、『官話指南』補助教科書の研究など多方面に渉る

研究課題に取り組み、調査分析と論文執筆を経て、学会発表と論文投稿を続け、論文９編（履

歴書・業績一覧参照）を発表した。それらの研究業績を基礎として（博論250頁「既発表論文

と各章の関係」参照）本論文を執筆し、提出するに至った。 

 

２．論文の構成と内容 

本論文は明治期中国語教育史の視野の下で、『官話指南』、『官話指南』の補助教科書と『

官話指南』編纂者の関連北京官話教科書など諸文献に基づく教科書の語学研究、教科書の編纂

研究、教科書の編纂者研究の3分野に論述を展開した。全文は序論、本論、終論からなり、本

論は全三編計九章によって構成されている。 

序論 ....................................................................... 1 

0．1 研究背景と研究対象 .................................................... 1 

0．1．1 研究背景....................................................... 1 

0．1．2 研究対象....................................................... 4 

0．2 研究範囲と研究意義 .................................................... 7 

0．2．1 研究範囲....................................................... 7 

0．2．2 研究意義....................................................... 9 

0．3 先行研究 ............................................................ 10 

0．4 研究方法 ............................................................ 14 

0．5 論文構成 ............................................................ 15 

本  論 

上編 『官話指南』の総合研究 ............................................... 20 

第一章 『官話指南』の語彙研究 ............................................. 21 

 1．1 先行研究の概要とその成果 ........................................... 21 

 1．2 語彙の再検討  ...................................................... 24 

 1．2．1 北京語辞典に収録されている語彙と収録されていない北京語語彙 .... 24 

 1．2．2 “兒化詞” .................................................. 33 

 1．2．3 文語の使用実態 .............................................. 35 

 1．3 語彙の北京語特質 ................................................... 37 

第二章 『官話指南』の文法研究 ............................................. 40 

 2．1 先行研究の概要とその成果 ........................................... 40 

 2．1．1 太田辰夫氏の研究 ............................................ 41 

 2．1．2 周一民氏の研究 .............................................. 42 

 2．1．3 その他の研究 ................................................ 45 

この部分に掲載されている内容については、論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨に関

する箇所では無い為、加工がされておりますので、ご了承願います。 
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 2．2 文法の再検討....................................................... 46 

 2．2．1 名詞、動詞、形容詞、量詞、代詞 ............................... 48 

 2．2．2 副詞、介詞、助詞、語気詞 .................................... 59 

 2．3 文法の北京語特質 ................................................... 69 

第三章 『官話指南』の教科書研究（九江版との比較） .......................... 72 

 3．1 先行研究の概念とその成果 ........................................... 72 

 3．1．1 内田慶市氏、氷野善寛氏の研究 ................................. 72 

 3．1．2 张美兰氏と李颖氏、齐灿氏の研究 ............................... 72 

 3．2 九江版『官話指南』右文の版本研究 ................................... 75 

 3．3 九江版『官話指南』南北官話の差異 ................................... 79 

 3．3．1 名詞、動詞、形容詞、代詞と連語構造 ........................... 79 
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 3．5 『官話指南』北京官話特徴の再認識 ................................... 90 

上編結論 .................................................................. 93 
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序論は研究の背景、対象、範囲、意義、方法と先行研究、論文構成を概観する。本論の上編

は『官話指南』の総合研究であり、語彙研究、文法研究、教科書研究の三章を配置し、『官話

指南』に反映した清末北京語を徹底した語学考察を行うとともに九江版『官話指南』の分析に
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よる南北官話の言語層の解明を目指した。中編は『官話指南』補助教科書の総合研究であり、

『官話指南総訳』（1905）、『官話指南自修書』（1924－1926）、『官話指南精解』（1939）

に対して翻訳、注釈、音声の側面から、明治・大正・昭和時代における補助教科書の変遷・進

化を多角度から探究した。下編は『官話指南』の著者及び鄭氏が編纂した他の北京官話教科書

の考察を設定し、両著者の生涯研究、鄭氏『北京発音反切表』の研究、鄭氏『日漢英語言合璧

』『日清英露四語合璧』の研究による三章の配置とし、新しい史料による『官話指南』著者の

史実を更新し、著者の一人である鄭氏が独自に行った北京語研究の全容解明を試みた。本論九

章の中、第一、第二、第七の3章は先行研究に基づいた再検討や再研究となるが、新しい発見

や結論を導入している。第三、第四、第五、第六、第八、第九の６章は殆ど最新の研究結果と

なっている。終論は研究成果と今後の課題を纏める。 

 

３．研究の成果および評価 

  本研究における成果として以下の三点を挙げることができる。 

（1）清末北京語の研究成果。『官話指南』に反映している清末北京語の資料は今まで学術界

で重要視されてきたが、本論文は先行研究に基づいた語彙・文法に対する全面且つ綿密な総

括研究を行い、多くのデータを駆使して北京語の強い影響を受けた特徴を明らかにした。

また鄭氏『北京発音反切表』（1904）の関連研究で清末北京語の音声を系統的に叙述・解明

している。本論文は清末北京語の語彙・文法・音声の総合利用価値を高めた。 

（2）南北官話の研究成果。本論第三章に行っている九江版『官話指南』と初版『官話指南』

の比較研究は背景に中国語の「官話」（共通語）に南方官話と北方官話の差異を反映する。

本論文の差異分析に審査委員から「とりわけ、南北官話の具体的な差異が本論文でかなり

明らかにされたことは高く評価される。」と評価した。 

（3）補助教科書の研究成果。明治期に発足した近代中国語教育に補助教科書の編集・出版・

学習者利用は一つ重要な特徴（本論第四章表2『明治時代から戦前までの中国語教科書とその

学習補助教科書総表』参照）であるが、今まで殆ど研究されていない。本論文は初めてこの

分野に挑戦し、三章配置で総合研究を試み、当分野の学術発展に意義ある成果を示した。 

４．結論 

以上の審査内容、評価に基づき、本論文を審査対象とする学位論文審査委員会は、全員一致

をもって、本論文は博士（中国言語文化学）の学位を授与するに値するものと判断し、ここに

報告する。 

                                                   以 上 


